
2019年度ＡＥＤ訓練器等助成事業 活動実績報告書 

 

（2019年度分） 

 

団体名 有限会社 志縁塾 大阪支部 

心肺蘇生法（胸骨圧迫）

PUSHコースの特徴

【胸骨圧迫のみの心肺蘇生法】

心肺蘇生法は従来胸骨圧迫と人工呼吸の組み合わせとして

普及されてましたが最近、胸骨圧迫を絶え間なく続ける

ことが救命のためにもっとも重要であること人工呼吸に

よって想像していた以上に大切な胸骨圧迫が中断されて

しまっていることが分かってきました。

人工呼吸は難しいうえに口をつけることに抵抗がある

ため心肺蘇生を行う妨げになることも指摘されています。

また、大阪で行われている突然死の研究で

救急隊やAEDが到着するまでの間であれば人工呼吸を

行わない胸骨圧迫だけの心肺蘇生でも人工呼吸付と同じか

それ以上の救命効果があることも分かりました。

2019年度

AED訓練器等助成事業

助成された訓練器

【JR西日本あんしん社会財団】

4/22（月）19：00～20：30

大阪市立総合生涯学習センター

5階 第9 研修室

先着 10名 参加費：2000円

参加申込み

 ：seaman78sunmasa@ares.eonet.ne.jp
 ：０９０－３９４０－１６８０

関西ライフサポートプロジェクト

志縁塾 大阪支部 講師：中村正弘  

 

 

 

 

◆動機  

・志縁塾 大阪支部 一次救命担当の中村は 42 年間の仕事で 2 回の労働災害に被災した。1 度目は機械に右手

指3本を潰され身体障害者となり、51歳の時に左手親指先端を切断する災害に被災した。 

この経験から“安全とは？”を研究開始し 労働災害、自然災害そして、救急救命を伝えることの大切さを感じ

講師として広く伝える使命を果たそうと思った。 

・災害心理学を学び、防災士の資格取得し、応急手当普及員になり AED・心肺蘇生の普及活動を中心に講師活

動を始めた。 

 

◆活動の実施方法 

・一般公募で活動開始したが、中々人が集まらず、自信を失いかけた。 

・大阪ライフサポート協会の PUSH コースを学んでから、先ずは人の心を動かせば自然に行動となることに気

付き、PUSHコースを中心の講習に転換した。 

・1人一体の簡易心肺蘇生キッドで十分に練習し、よりリアルな助成訓練器等で体験することで達成感を感じ

てもらえた。 

 

◆課題 

・助成訓練器等は非常に有難いですが、一番の苦労する開催場所の提供（マッチングなど）があれば助かりま

す。 

 


